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わらび市議会だより

○ここに掲載されている質問と答弁の内容は要約しています。

議　長
池 上 智 康

　９月定例会では24･25･26日
の３日間で14人の議員が、市
政に対する一般質問を行いま
した。

賴髙 の をあったか市政 う市長 問

一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問

議
員　

昨
年
４
月
に
「
く
る
る
」

内
に
民
間
保
育
園
が
開
設
し
た
が
、

待
機
児
童
は
昨
年
12
月
現
在
113
人
、

１
年
で
39
人
増
え
た
。
市
立
保
育

園
建
設
が
き
わ
め
て
困
難
な
な
か
、

来
年
４
月
開
園
予
定
の
株
式
会
社

の
認
可
保
育
園
の
質
に
つ
い
て
、

職
員
体
制
、
財
政
支
援
、
市
の
チ

ェ
ッ
ク
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

現
在
園
側
と
詳

細
に
協
議
し
て
い
る
。
当
該
法
人

は
、
全
国
で
８
園
の
認
可
保
育
園

な
ど
を
適
正
に
運
営
し
て
い
る
実

績
が
あ
る
。
開
設
後
も
運
営
状
況

な
ど
、
注
意
深
く
見
守
り
た
い
。

　

保
育
士
は
20
歳
代
か
ら
40
歳
代

ま
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
る

と
聞
い
て
い
る
。
財
政
支
援
は
、

公
立
と
同
じ
運
営
が
で
き
る
よ
う
、

昨
年
開
設
の
保
育
園
と
同
様
に
補

助
金
等
を
出
す
。
補
助
事
業
に
つ

い
て
は
園
か
ら
報
告
を
受
け
る
こ

と
で
運
営
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

市
長　

認
可
基
準
は
相
当
厳
し

く
、
一
定
の
保
育
の
保
障
は
果
た

さ
れ
る
。
園
児
の
募
集
は
市
が
行

い
、
保
育
料
も
公
立
と
同
じ
で
あ

る
こ
と
等
を
知
ら
な
い
市
民
も
あ

り
、
制
度
説
明
の
努
力
も
大
切
だ
。

精
神
障
が
い
者
の
バ
ス
運

賃
な
ど
の
交
通
費
補
助
を

議
員　

国
土
交
通
省
が
バ
ス
事
業

者
標
準
運
送
約
款
を
改
正
し
、
運

賃
割
引
対
象
に
精
神
障
が
い
者
も

加
え
た
。
バ
ス
事
業
者
に
割
引
を

求
め
て
ほ
し
い
。
他
障
が
い
と
同

様
、
タ
ク
シ
ー
券
等
助
成
も
実
現

に
向
け
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

健
康
福
祉
部
長　

国
際
興
業
な
ど

県
内
大
手
３
社
は
割
引
を
協
議
し

て
い
る
と
聞
く
。
県
を
通
じ
割
引

を
働
き
か
け
た
い
。
タ
ク
シ
ー
券

等
は
、
障
が
い
者
の
特
性
と
ニ
ー

ズ
、
地
域
実
情
等
を
ふ
ま
え
、
さ

ら
に
検
討
し
た
い
。

北
町
公
民
館
の

カ
ラ
オ
ケ
改
善
を

議
員　

北
町
公
民
館
の
カ
ラ
オ
ケ

は
市
民
に
好
評
だ
が
、
昨
年
来
故

障
し
が
ち
で
、
改
善
を
求
め
る
声

が
大
変
強
い
。
取
り
換
え
は
で
き

な
い
か
。

教
育
部
長　

平
成
10
年
に
寄
贈
さ

れ
た
も
の
で
、
平
成
元
年
製
で
最

近
で
は
修
繕
の
部
品
調
達
も
困
難
。

利
用
者
に
は
現
状
を
理
解
し
て
い

た
だ
い
て
使
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
最
新
の
通
信
カ
ラ
オ
ケ
は
購

入
費
150
万
円
、
通
信
費
月
額
１
万

円
と
高
額
。（
設
備
を
管
理
し
て

い
る
）
北
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員

会
で
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
ど
の
程
度

ま
で
設
備
を
用
意
す
べ
き
か
、
関

係
者
の
意
見
な
ど
を
ふ
ま
え
て
考

え
た
い
。

　
　
　
　
「
ハ
ト
・
猫
の
フ
ン
害
」

に
つ
い
て
質
問
。

新保育園の建設予定地（錦町1丁目）

議
員

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

ほ
か
に

梶　

原　

秀　

明　

議
員
（
日
本
共
産
党
）

かじわら　ひであき

来
年
開
設
の
保
育
園
の

安
定
運
営
を
求
め
る

教
育
部
長

市
長
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議
員　

平
成
19
年
２
月
に
策
定
さ

れ
た
「
公
共
施
設
再
整
備
・
再
配

置
の
方
針
」
に
は
、
施
設
の
老
朽

化
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応

し
た
再
整
備
・
再
配
置
の
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

理
事　

現
在
あ
る
公
共
施
設
は
、

安
全
性
等
を
確
保
で
き
る
よ
う
維

持
管
理
に
努
め
、
施
設
の
長
寿
命

化
を
図
り
つ
つ
も
公
平
性
や
必
要

性
な
ど
の
視
点
か
ら
再
評
価
を
行

い
、
施
設
全
体
の
総
量
の
削
減
を

目
指
す
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

小
学
校
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
「
学
校
の
適
正
規
模
と
適
正
配

置
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
示
さ

れ
て
い
る
統
廃
合
等
の
対
策
に
必

要
な
学
級
数
の
適
正
規
模
へ
の
対

応
状
況
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
現
在

は
耐
震
化
対
策
等
を
進
め
な
が
ら

児
童
数
等
を
注
視
し
て
い
る
。
保

育
園
に
つ
い
て
は
、
新
耐
震
基
準

以
前
に
建
て
ら
れ
た
３
園
の
耐
震

診
断
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
人
命
を
守
る

こ
と
を
主
目
的
に
、
昨
年
度
軸
耐

力
補
強
工
事
を
実
施
し
た
。

議
員　

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の

再
整
備
・
再
配
置
の
種
地
と
し
て
、

旧
日
車
社
宅
跡
地
の
早
期
取
得
を

英
断
す
べ
き
時
期
で
は
な
い
か
。

市
長　

将
来
の
財
政
運
営
を
考
え

た
と
き
に
、
土
地
開
発
公
社
の
健

全
化
も
含
め
た
目
途
が
立
た
な
い

う
ち
に
、
新
た
な
土
地
の
購
入
と

い
う
判
断
は
容
易
に
は
で
き
な
い
。

債
権
管
理
条
例
に
つ
い
て

議
員　

平
成
23
年
度
決
算
ベ
ー
ス

に
お
け
る
市
税
の
滞
納
債
権
と
不

納
欠
損
の
状
況
は
ど
う
か
。

理
事　

滞
納
債
権
は
現
年
度
分
２

億
７
千
318
万
７
千
953
円
、
滞
納
繰

越
分
７
億
８
千
790
万
７
千
592
円
。

不
納
欠
損
額
は
滞
納
繰
越
分
で
６

千
539
万
９
千
160
円
で
あ
る
。

議
員　

債
権
管
理
条
例
制
定
の
見

通
し
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

理
事　

条
例
の
形
式
に
は
と
ら
わ

れ
ず
実
効
性
を
考
慮
し
、
債
権
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
事
務
処
理
の
基

準
や
そ
の
法
的
根
拠
に
基
づ
き
、

円
滑
に
事
務
を
執
行
で
き
る
よ
う

引
き
続
き
対
応
に
努
め
た
い
。

北
町
２
丁
目
地
区
へ
の
防

災
倉
庫
の
整
備
に
つ
い
て

議
員　

同
地
区
の
防
災
倉
庫
の
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

公
共
施
設
等
へ

の
設
置
も
含
め
、
相
談
が
あ
る
場

合
に
は
応
じ
て
い
き
た
い
。

議
員　

北
小
へ
の
設
置
は
可
能
か
。

教
育
長　

防
災
倉
庫
を
北
小
に
設

置
し
た
い
と
い
う
相
談
が
あ
れ
ば
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
学
校
を
含

め
た
三
者
で
協
議
し
た
い
。

公共施設の再整備再配置を見据えて、日車社宅跡地の取得を

議
員

理
事

理
事

理
事

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

市
民
生
活
部
長

議
員　

平
成
23
年
12
月
定
例
会
に

お
い
て
「
空
き
家
、
廃
屋
等
の
対

策
」
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
、

条
例
化
と
解
体
費
用
の
助
成
等
を

提
案
し
た
が
、
今
回
の
条
例
案
制

定
の
目
的
と
経
過
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。

都
市
整
備
部
長　

他
市
町
村
の
条

例
な
ど
の
情
報
収
集
、
本
市
に
お

け
る
課
題
な
ど
の
整
理
を
行
い
検

討
し
た
。
そ
の
結
果
、
防
災
上
の

問
題
解
決
が
最
も
重
要
で
あ
る
と

判
断
し
、「
老
朽
化
し
た
空
き
家

等
の
安
全
な
管
理
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
倒
壊
な
ど
に
よ
る
第
三
者

へ
の
被
害
を
未
然
に
防
止

す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

議
員　

行
政
代
執
行
の
実

効
性
は
確
保
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
代
執
行
ま
で
の
期

間
措
置
は
、
ど
の
よ
う
に

手
当
て
さ
れ
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　

行
政
代

執
行
に
つ
い
て
は
、「
助

言
・
指
導
」
か
ら
「
命

令
」
ま
で
の
手
続
き
を
行

っ
た
上
で
、
建
築
物
が
倒
壊
し
た

際
の
影
響
範
囲
、
第
三
者
へ
危
険

を
及
ぼ
す
恐
れ
、
震
災
時
の
危
惧

な
ど
老
朽
空
き
家
の
状
況
を
勘
案

し
、「
公
益
上
必
要
で
あ
る
」
こ

と
を
慎
重
に
判
断
し
、
し
か
る
べ

き
時
期
に
適
切
に
実
行
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

難
聴
児
へ
の
補
聴
器

購
入
助
成
に
つ
い
て

議
員　

県
は
今
年
度
よ
り
、軽
度
・

中
等
度
難
聴
児
の
補
聴
器
購
入
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
市

に
お
い
て
も
、
高
額
な
補
聴
器
購

入
の
自
己
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
助
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

軽
度
・
中
等
度

難
聴
児
の
健
全
な
発
育
を
支
援
す

る
観
点
か
ら
、
補
聴
器
購
入
の
助

成
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

議
員　

地
域
を
軸
と
し
た
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
効
果
と

役
割
を
認
識
し
、
あ
わ
せ
て
市
民

参
加
の
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
を
行

い
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
は
世
代
間
の
交

流
、
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
地
域

住
民
の
健
康
・
体
力
の
保
持
増
進
、

地
域
の
教
育
力
の
回
復
、
学
校
と

地
域
の
連
携
等
、
新
た
な
地
域
社

会
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
し
か
し
、
狭
隘
な
本

市
に
お
い
て
は
活
動
の
場
と
し
て

の
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
確

保
は
難
し
く
、
蕨
に
ふ
さ
わ
し
い

市
民
参
加
の
「
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣

言
」
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
た
い
。

老朽空き家対策の充実を（写真は空き家のイメージです）

議
員

議
員

議
員

議
員

都
市
整
備
部
長

都
市
整
備
部
長

教
育
長

教
育
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
長

高　

橋　

悦　

朗　

議
員
（
公
明
党
）

たかはし　えつろう

「
老
朽
空
き
家
に
関
す
る
条
例
」

制
定
に
つ
い
て

一　

関　

和　

一　

議
員
（
民
主
党
）

いちのせき　かずいち

公
共
施
設
の
再
整
備
再
配
置
の
た
め

旧
日
車
社
宅
跡
地
は
取
得
す
べ
き
だ
！
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議
員　

蕨
市
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
を
ど
う
行
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

来
年
度
の
県
防

災
計
画
の
改
正
を
う
け
て
検
討
す

る
。
内
容
は
、
東
日
本
大
震
災
を

踏
ま
え
、
帰
宅
困
難
者
対
策
、
放

射
能
汚
染
対
策
な
ど
。
市
の
独
自

課
題
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

市
民
参
画
と
協
働
の
位
置

付
け
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
民
生
活
部
長　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
動
な
く
し
て
被
害
軽
減

は
図
れ
な
い
。
市
民
の
意
見
を
参

考
に
、
よ
り
実
践
的
に
計
画
・
対

応
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

議
員　
「
自
助
」｢

共
助｣

が
市
民

ま
か
せ
と
な
ら
な
い
よ
う
要
望
す

る
。
と
こ
ろ
で
、
様
々
な
災
害
が

同
時
多
発
す
る
大
規
模
災
害
に
対

応
で
き
る
よ
う
職
員
や
住
民
に
よ

る
図
上
訓
練
を
行
う
考
え
は
。

市
民
生
活
部
長　
「
職
員
初
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
完
成
後
に
職
員
向
け

の
図
上
訓
練
を
行
い
た
い
。
ま
た
、

県
の
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
に

地
域
か
ら
５
人
の
方
が
参
加
し
、

図
上
訓
練
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

議
員　

高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど

の
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
福

祉
部
門
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

同
意
の
あ
っ
た

１
千
940
人
分
の
デ
ー
タ
入
力
が
完

了
。
今
後
、
モ
デ
ル
地
区
を
選
定

し
て
個
別
計
画
の
策
定
に
入
り
た

い
。
福
祉
部
門
も
含
め
庁
内
連
絡

会
を
設
け
て
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

議
員　

こ
の
間
の
高
齢
者
分
野
で

の
努
力
は
評
価
す
る
が
、
障
が
い

者
分
野
で
の
把
握
・
対
策
が
進
ん

で
い
な
い
。
課
題
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

障
害
の
種
類
や

状
態
が
様
々
で
あ
り
、
対
象
と
な

る
人
数
の
把
握
は
し
て
い
な
い
。

今
後
把
握
す
る
。
人
に
よ
っ
て
困

難
な
点
や
課
題
は
様
々
で
あ
り
、

個
別
の
支
援
計
画
に
ど
う
反
映
さ

せ
る
か
が
課
題
と
な
る
。

議
員　

家
庭
な
ど
で
も
災
害
の
種

類
や
規
模
に
応
じ
た
対
応
や
避
難

先
な
ど
を
検
討
で
き
る
シ
ー
ト
の

作
成
・
配
布
は
で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

検
討
し
た
い
。

留
守
家
庭
児
童
指
導
室

の
運
営

議
員　

緊
急
時
の
対
応
な
ど
一
層

の
充
実
を
求
め
る
。
ま
た
、
８
月

か
ら
始
ま
っ
た
延
長
保
育
は
好
評

だ
が
、
急
な
残
業
な
ど
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
検
討
し
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

正
規
の
勤
務
時

間
を
基
準
に
延
長
保
育
を
許
可
し

て
い
る
が
、
市
民
か
ら
の
相
談
も

あ
り
、
恒
常
的
な
時
間
外
勤
務
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
し
た
い
。
急

な
場
合
は
指
導
員
の
配
置
が
難
し

く
断
っ
て
い
る
。

議
員　

い
わ
ゆ
る
「
い
じ
め
」
は

犯
罪
で
あ
る
と
認
識
す
る
が
、
教

育
委
員
会
及
び
本
市
の
認
識
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

教
育
長　
「
い
じ
め
」
は
人
権
を

侵
害
す
る
行
為
で
あ
り
、
人
と
し

て
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
認
識
し
て
お
り
、
認
知
さ
れ

た
場
合
は
完
全
解
消
を
目
指
し
て

取
り
組
む
べ
き
生
徒
指
導
上
最
も

重
要
な
課
題
の
１
つ
で
あ
る
。

市
長　

い
じ
め
問
題
は
人
権
を
侵

害
す
る
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
り
、

子
ど
も
の
命
に
も
か
か
わ
る
大
変

大
き
な
問
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

学
校
を
先
頭
に
地
域
と
し
て
も
い

じ
め
を
許
さ
な
い
、
そ
し
て
早
期

に
把
握
し
て
解
決
す
る
ま
で
毅
然

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う

こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

議
員　

い
わ
ゆ
る
「
い
じ
め
」
に

対
し
て
は
、
教
育
委
員
会
及
び
学

校
の
み
な
ら
ず
、
警
察
・
児
童
相

談
所
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
、

ま
た
は
対
応
の
移
管
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
教
育
委
員
会
及
び
本

市
の
見
解
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

学
校
警
察
連
絡
協
議
会

に
お
け
る
警
察
や
近
隣
市
と
の
連

携
及
び
情
報
交
換
等
を
定
期
的
に

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
児
童
相

談
所
や
保
健
所
、
市
の
別
の
部
署

と
の
横
断
的
な
協
議
も
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
各
学
校
で
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
学
校
評
議
員
と
も
意
見
交
換

す
る
な
ど
積
極
的
に
連
携
す
る
よ

う
努
め
て
い
る
。

　

い
わ
ゆ
る
悪
質
か
つ
深
刻
な
い

じ
め
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
に

対
応
を
移
管
す
る
こ
と
も
状
況
に

応
じ
て
行
う
方
向
で
考
え
て
い
る
。

議
員　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

と
の
連
携
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機

関
が
行
っ
て
い
る
子
ど
も
の
人
権

110
番
を
紹
介
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

等
を
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
に
配

布
し
て
い
る
。
今
後
も
相
談
窓
口

と
し
て
国
や
県
が
実
施
し
て
い
る

事
業
等
を
周
知
し
、
何
か
あ
っ
た

際
に
は
相
談
す
る
よ
う
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

歯
科
口
腔
保
健
の

推
進
に
つ
い
て

議
員　

歯
周
疾
患
検
診
の
受
診
率

が
低
率
で
推
移
し
て
い
る
が
、
受

診
率
の
向
上
に
つ
き
、
い
か
に
取

り
組
ん
で
い
く
か
。
ま
た
、
歯
科

医
師
会
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携

は
ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

受
診
券
を
送
付

す
る
際
に
検
診
の
必
要
性
を
お
知

ら
せ
す
る
文
書
を
同
封
す
る
な
ど
、

歯
周
疾
患
の
予
防
と
検
診
の
重
要

性
を
啓
発
す
る
。
ま
た
、
歯
科
保

健
連
絡
調
整
会
議
等
を
通
し
て
医

師
会
、
保
健
所
等
の
関
係
機
関
等

と
の
連
携
を
一
層
強
化
す
る
。

議
員

議
員

議
員

いわゆる「いじめ」問題には引き続き適切な対応を

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

健
康
福
祉
部
長

８月に行われた防災演習（要援護者避難訓練）

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
長

議
員

議
員

教
育
長

鈴　

木　
　
　

智　

議
員
（
日
本
共
産
党
）

すずき　さとし

要
援
護
者
対
策
な
ど

大
規
模
災
害
へ
の
対
応

大　

嶋　

公　

一　

議
員
（
民
主
党
）

おおしま　こういち

い
じ
め
は
犯
罪
。

全
市
的
な
対
応
を

教
育
長

教
育
長
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議
員　

本
来
、
即
時
に
改
修
工
事

が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
改
修
し
た
と
し
て
も
区
画
整
理

工
事
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
全
て
壊
す

こ
と
に
な
る
た
め
、「
二
重
投
資

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
」
と
い
う

理
由
で
留
保
さ
れ
、
地
域
住
民
が

我
慢
を
強
い
ら
れ
て
い
る
案
件
が

多
々
見
受
け
ら
れ
る
が
見
解
は
。

都
市
整
備
部
長　

区
画
整
理
事
業

の
進
捗
状
況
等
も
合
わ
せ
総
合
的

に
勘
案
し
た
上
で
、
必
要
に
応
じ

て
修
繕
や
改
修
等
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
区
画
整
理
事
業
区
域
内
の

道
路
舗
装
や
Ｕ
字
溝
に
対
す
る
苦

情
や
要
望
等
に
は
、
適
切
か
つ
迅

速
な
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

議
員　

改
善
要
望
に
は
迅
速
に
検

討
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
地
域
の
改
善
要
望
に
は
で
き

る
だ
け
耳
を
傾
け
て
ほ
し
い
。

蕨
市
の
特
定
失
踪
者
問
題

へ
の
取
り
組
み
強
化
を

議
員　

本
市
に
特
定
失
踪
者(

北

朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
可
能
性
を
否

定
で
き
な
い
失
踪
者)
が
２
人
い

る
。
捜
査
状
況
と
解
決
に
向
け
て

市
は
何
を
や
っ
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　

捜
査
状
況
に
つ

い
て
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
等
の
ほ
か
、
県
主

催
の
「
拉
致
問
題
を
考
え
る
埼
玉

県
民
の
集
い
」
に
関
係
団
体
の

方
々
の
参
加
を
お
願
い
し
て
い
る
。

議
員　

自
治
体
レ
ベ
ル
で
も
で
き

る
こ
と
は
多
々
あ
る
。
北
朝
鮮
に

よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
に
関
す
る

啓
発
活
動
の
強
化
、
情
報
提
供
へ

の
懸
賞
金
制
度
の
導
入
、
拉
致
が

多
発
し
て

い
る
川
口

市
と
の
連

携
等
、
可

能
な
限
り

努
力
を
求

め
る
。

市
長
が
思
い
描
く
「
蕨
市

の
将
来
理
想
像
」
を
問
う

議
員　

市
長
公
約
に
お
け
る
「
に

ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
蕨
」
と
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

市
長　

５
・
10
年
後
に
お
い
て
も

今
の
人
口
規
模
を
維
持
し
つ
つ
、

市
民
が
生
き
生
き
と
誇
り
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
日
本
一
コ
ン
パ
ク
ト

な
蕨
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
る
。
商
店
街
が
元
気
に
な
る
こ

と
、
市
内
企
業
等
を
活
性
化
さ
せ

て
い
く
こ
と
、
市
民
活
動
が
非
常

に
活
発
な
ま
ち
で
あ
る
こ
と
、
市

外
の
人
、
勤
労
世
代
、
若
い
世
代

に
も
魅
力
あ
る
ま
ち
、
住
ん
で
い

る
市
民
か
ら
は
誇
り
の
持
て
る
ま

ち
と
い
う
こ
と
な
ど
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

議
員　

市
長
の
考
え
は
、（
具
体
性

に
欠
け
て
）
よ
く
わ
か
ら
な
い
部

分
も
あ
る
。
今
後
、
市
長
と
の
考

え
方
の
違
い
を
明
確
に
し
、（
近
隣

市
と
の
自
治
体
間
競
争
と
い
う
視

点
を
持
っ
て
、
具
体
性
の
あ
る
ビ

ジ
ョ
ン
と
と
も
に
）
政
策
を
提
案

し
て
い
き
た
い
。

住民が我慢を強いられている
錦町区画整理地域内

議
員　

災
害
に
対
し
て
は
、
常
に

最
悪
を
想
定
し
て
事
に
処
す
、
事

前
対
策
を
万
全
に
行
う
、
住
民
の

命
を
守
る
、
こ
の
こ
と
は
為
政
者

が
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
最
低
条

件
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
際
し
て

入
院
患
者
、
外
来
患
者
の
安
全
確

保
の
た
め
の
事
前
準
備
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

病
院
長　

市
立
病
院
で
は
職
員
の

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
年
２

回
の
消
防
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

異
常
事
態
に
際
し
て
は
、
パ
ニ
ッ

ク
に
な
る
こ
と
な
く
平
常
心
に
な

る
こ
と
。
医
療
人
と
し
て
の
常
識

に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
。
こ
の

２
点
が
肝
要
で
あ
る
と
指
導
し
、

常
に
緊
急
事
態
を
意
識
の
片
隅
に

置
き
な
が
ら
日
常
の
業
務
に
当
た

る
よ
う
職
員
に
お
願
い
し
て
い
る
。

議
員　

ど
の
よ
う
に
最
悪
の
想
定

を
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
つ
い
て

の
改
善
を
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

入
院
患
者
等
の
安
全
確
保

が
避
難
も
含
め
て
ど
れ
だ
け
早
く

で
き
る
の
か
と
同
時
に
、
市
民
を

治
療
す
る
体
制
が
と
れ
る
か
ど
う

か
、
そ
れ
を
ど
れ
だ
け
の
期
間
で

確
保
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
、

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
訓
練
等
を
し

て
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
を

進
め
る
中
で
、
市
立
病
院
の
安
全

性
を
ど
う
高
め
て
い
く
か
と
い
う

の
は
大
変
難
し
い
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
研
究
検
討
し
て
い
く
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

議
員　

教
育
委
員
会
が
こ
れ
ま
で

５
年
に
わ
た
り
実
施
し
て
き
た
事

務
点
検
評
価
は
、
外
部
評
価
を
受

け
、
報
告
書
の
作
成
、
議
会
提
出
、

公
表
を
行
っ
て
き
た
が
、
事
務
点

検
評
価
を
受
け
て
各
事
業
は
ど
の

よ
う
な
総
括
を
し
て
き
た
の
か
。

教
育
部
長　

事
務
点
検
評
価
の
結

果
、
明
確
化
し
た
課
題
や
意
見
等

に
つ
い
て
検
証
を
行
い
、
次
の
事

業
を
実
施
す
る
ま
で
に
可
能
な
も

の
か
ら
順
次
改
善
等
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
点
検
評
価
を
活
か

し
、
各
事
業
の
改
善
及
び
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

消
防
バ
イ
ク
に
つ
い
て

議
員　

本
市
の
狭
い
住
宅
街
に
お

い
て
火
災
、
ま
た
は
大
規
模
災
害

時
の
初
期
消
火
活
動
に
有
効
と
聞

い
て
い
る
が
、
消
防
本
部
の
見
解

は
ど
う
か
。

消
防
長　

バ
イ
ク
を
導
入
し
て
い

る
消
防
本
部
よ
り
幾
つ
か
の
問
題

点
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
消
防
本

部
と
し
て
は
、
道
路
狭
隘
地
域
及

び
密
集
地
域
を
火
災
危
険
区
域
と

指
定
し
、
定
期
的
な
調
査
検
討
を

実
施
し
て
い
る
た
め
火
災
等
に
対

応
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

市立病院の災害対策充実を求める

都
市
整
備
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

教
育
部
長

病
院
長

消
防
長

保　

谷　
　

武　

議
員
（
新
生
会
）

ほや　たけし

錦
町
区
画
整
理（
予
定
）地
域
内
に

お
け
る
小
改
修
工
事
を
迅
速
に

大　

石　

幸　

一　

議
員
（
公
明
党
）

おおいし　こういち

蕨
市
立
病
院
の
災
害
時
の
体
制

並
び
に
そ
の
対
応
に
つ
い
て

市
長
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議
員　

い
じ
め
の
認
知
件
数
は
。

教
育
長　

平
成
22
年
度
小
学
校
２

件
、
中
学
校
２
件
。
平
成
23
年
度

が
小
学
校
３
件
、
中
学
校
６
件
。

議
員　

認
知
の
定
義
は
。

教
育
長　

全
て
で
は
な
い
が
、
本

人
が
訴
え
て
き
た
も
の
。

議
員　

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
か
ら

の
孤
立
、
家
族
等
に
知
ら
れ
た
く

な
い
等
、
訴
え
て
こ
な
い
で
あ
る

程
度
ま
で
我
慢
し
て
し
ま
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り

う
る
ん
だ
と
対
応
し
て
い
る
。

議
員　

ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

教
育
長　

１
学
期
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
ほ
か
、
２
学
期
に
は
「
い
じ
め

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
配
布
し
た
。

議
員　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
数
を
増

や
せ
な
い
か
。

教
育
長　

各
学
校
の
状
況
を
確
認

し
た
い
。

禁
煙
外
来
治
療
に

助
成
を

議
員　

喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
影

響
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

健
康
福
祉
部
長　

が
ん
や
脳
卒
中
、

早
産
な
ど
へ
の
影
響
が
あ
る
。
ま

た
、
禁
煙
に
よ
る
健
康
改
善
効
果

も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

議
員　

喫
煙
者
の
多
く
が
未
成
年

の
う
ち
か
ら
吸
い
始
め
て
い
る
が
、

蕨
の
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長　
「
健
康
わ
ら
び

21
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
喫
煙

者
の
う
ち
16
歳
か
ら
19
歳
で
喫
煙

開
始
し
た
の
が
、
男
性
で
48
％
、

女
性
で
34.1
％
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

教
育
の
現
場
で
は
ど
う
か
。

教
育
長　

喫
煙
の
報
告
は
あ
る
が
、

昔
に
比
べ
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

議
員　

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ

チ
ン
に
は
依
存
性
が
あ
る
が
、
禁

煙
外
来
治
療
に
助
成
を
行
う
考
え

は
な
い
か
。

市
長　

健
康
に
悪
い
の
は
は
っ
き

り
し
て
い
る
の
で
禁
煙
を
す
す
め

て
い
く
の
は
大
事
。
研
究
し
た
い
。

生
活
保
護
の
医
療
扶
助
の

適
正
な
管
理
を

議
員　

本
市
に
お
い
て
も
生
活
保

護
の
扶
助
費
の
う
ち
、
医
療
扶
助

費
は
約
４
割
に
も
の
ぼ
る
。
生
活

保
護
受
給
者
に
つ
い
て
は
、
過
剰

な
診
療
や
投
薬
が
起
き
や
す
い
問

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
監
視
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

レ
セ
プ
ト
管
理

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
確
認
の
ほ
か
、

毎
月
業
者
に
点
検
を
さ
せ
て
い
る
。

議
員　

現
場
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

と
レ
セ
プ
ト
点
検
者
等
の
連
携
が

重
要
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
か
ら
の
情
報
も
重
要
。
レ
セ
プ

ト
か
ら
あ
が
っ
て
く
る
情
報
な
ど

も
含
め
て
、
査
察
指
導
員
に
情
報

を
集
め
、
医
療
が
本
当
に
必
要
か

総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

生活保護医療扶助費の適切な執行を

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員　

難
病
疾
患
療
養
費
補
助
金

と
は
、
埼
玉
県
指
定
疾
患
医
療
給

付
制
度
と
い
う
県
の
認
定
を
受
け

た
患
者
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
ま
ち

か
ら
、
さ
ら
に
補
助
金
が
も
ら
え

る
制
度
で
あ
る
。

　

あ
る
市
民
の
方
が
数
年
前
に
突

然
難
病
を
患
い
、
本
制
度
の
窓
口

で
あ
る
川
口
保
健
所
で
、
蕨
市
の

方
は
利
用
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。

近
隣
市
で
の
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

川
口
市
で
は
月

額
３
千
円
、
さ
い
た
ま
市
で
は
年

１
回
３
万
円
、
戸
田
市
で
は
月
額

４
千
円
の
給
付
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　

難
病
疾
患
療
養
費
補
助
金

を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

難
病
の
方
々
が
大
変
苦
し

い
療
養
生
活
を
送
ら
れ
て
、
大
変

ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
想
像

で
き
る
。
そ
う
し
た
声
に
し
っ
か

り
こ
た
え
て
い
く
こ
と
は
大
事
だ

と
思
っ
て
い
る
が
、
平
成
25
年
４

月
に
障
害
者
総
合
支
援
法
が
施
行

さ
れ
る
中
で
、
難
病
の
方
々
を
障

害
福
祉
施
策
に
加
え
る
基
本
的
な

方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
中

身
を
よ
く
見
き
わ
め
て
判
断
し
た

い
。
ま
た
、
恒
常
的
な
財
源
を
要

す
る
の
で
、
検
討
は
き
ち
ん
と
や

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

生
活
保
護
費
の
不
正

受
給
に
つ
い
て

議
員　

過
去
３
年
間
の
不
正
受
給

の
件
数
と
金
額
は
幾
ら
か
。

健
康
福
祉
部
長　

53
件
、
３
千
７

万
６
千
924
円
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

急
激
な
申
請
の
増
加
に
よ

る
事
務
処
理
上
の
人
的
問
題
は
ど

の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

社
会
福
祉
法
で

は
80
世
帯
に
１
人
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
の
配
置
が
示
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
平
成
24
年
６
月
現
在
、

１
人
当
た
り
118
世
帯
を
担
当
し
て

お
り
、
事
務
処
理
の
増
加
に
よ
り
、

生
活
実
態
を
把
握
す
る
家
庭
訪
問

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

議
員　

正
し
い
生
活
保
護
制
度
が

推
進
さ
れ
る
よ
う
、
人
員
を
増
加

し
て
迅
速
な
対
応
を
要
望
す
る
。

各
課
窓
口
の
応
対
に

つ
い
て

議
員　

市
役
所
で
相
談
等
を
す
る

際
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
た
め
、

相
談
内
容
や
会
話
が
漏
れ
聞
こ
え

て
、
個
人
情
報
が
漏
え
い
す
る
危

惧
が
あ
る
。
個
別
に
対
応
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
を
設
置
で
き
な
い
か
。

市
長　

ま
ず
は
職
員
の
意
識
・
接

遇
の
改
善
の
徹
底
が
必
要
か
と
思

う
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

の
中
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
た

れ
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て

も
、
改
善
の
余
地
が
な
い
か
努
力

す
る
大
事
な
点
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
「
小
児
慢
性
特
定
疾
患

手
術
見
舞
金
」
に
つ
い
て
質
問
。

議
員

議
員

議
員

ほ
か
に

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

ひとつひとつの問題を真摯に丁寧に

市
長

市
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

榎　

本　

和　

孝　

議
員
（
無
所
属
）

えのもと　かずたか

万
全
な

「
い
じ
め
対
策
」
を

小　

林　

利　

規　

議
員
（
新
生
会
）

こばやし　りき

『
難
病
疾
患
療
養
費
補
助
金
』

に
つ
い
て

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長
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議
員　

２
階
に
受
付
が
あ
り
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て
い
な
い
中

央
公
民
館
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

今
後
、
施
設
全
般
に

わ
た
る
大
規
模
改
修
を
す
る
際
に
、

財
政
状
況
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

議
員　

今
す
ぐ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

つ
け
ら
れ
な
い
状
況
の
中
で
、
例

え
ば
、
２
階
に
上
が
れ
な
い
方
が

電
話
を
し
た
ら
職
員
が
お
り
て
く

る
よ
う
な
対
応
は
で
き
な
い
の
か
。

教
育
部
長　

市
民
会
館
と
施
設
が

同
じ
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、

指
定
管
理
者
で
あ
る
施
設
管
理
公

社
も
含
め
て
協
議
、
検
討
し
た
い
。

議
員　

財
源
的
に
苦
し
い
の
は
わ

か
る
が
、
耐
震
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

工
事
を
別
々
に
考
え
ず
、
ぜ
ひ
一

緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

市
長　

今
の
財
源
の
中
で
、
ど
う

優
先
順
位
を
つ
け
て
進
め
て
い
く

か
シ
ビ
ア
な
判
断
も
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
の
時
点
で

耐
震
化
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
を

一
緒
に
や
る
と
い
う
答
弁
は
で
き

な
い
が
、
し
っ
か
り
検
討
し
た
い
。

小
・
中
学
校
に
移
動
系
防

災
行
政
無
線
の
配
備
を
!!

議
員　

震
災
時
に
は
携
帯
が
通
じ

ず
、
固
定
電
話
も
か
か
り
に
く
く

な
る
こ
と
か
ら
、
各
学
校
に
も
移

動
系
防
災
行
政
無
線
を
設
置
す
る

考
え
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

現
在
保
有
し
て

い
る
31
台
の
移
動
携
帯
型
無
線
機

の
再
配
備
を
進
め
、
小
・
中
学
校

に
も
配
備
し
て
ま
い
り
た
い
。

運
動
会
・
体
育
祭
の

開
催
時
期
に
つ
い
て

議
員　

現
在
９
月
に
実
施
さ
れ
て

い
る
運
動
会
・
体
育
祭
で
あ
る
が
、

猛
暑
が
続
き
、
熱
中
症
が
心
配
さ

れ
る
。
適
切
な
開
催
時
期
に
再
考

す
る
準
備
は
あ
る
か
。

教
育
部
長　

現
在
の
と
こ
ろ
変
更

し
て
い
く
考
え
は
な
い
。

議
員　

変
更
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

５
月
は
比
較
的
気
候

が
過
ご
し
や
す
く
熱
中
症
の
心
配

等
も
減
る
。
し
か
し
、
運
動
会
・

体
育
祭
は
体
育
の
授
業
で
指
導
し

て
き
た
内
容
の
発
展
で
あ
り
、
ク

ラ
ス
が
え
等
を
行
っ
た
ば
か
り
で

指
導
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い

５
・
６
月
の
実
施
は
、
集
団
活
動

を
円
熟
さ
せ
る
等
の
目
標
を
達
成

す
る
に
は
十
分
な
時
期
と
は
言
え

な
い
。
ま
た
、
６
月
後
半
は
梅
雨

の
時
期
で
あ
る
こ
と
等
を
総
合
的

に
判
断
す
れ
ば
、
９
月
の
ほ
う
が

ふ
さ
わ
し
い
と
と
ら
え
て
い
る
。

議
員　

今
年
度
は
体
育
館
の
工
事

の
た
め
、
６
月
に
運
動
会
が
行
わ

れ
た
小
学
校
が
あ
る
。
今
後
の
参

考
に
な
る
よ
う
に
、
保
護
者
に
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を
要
望
す
る
。

議
員

議
員

議
員　

バ
ス
を
乗
り
降
り
す
る
際

に
段
差
が
あ
る
バ
ス
停
が
数
カ
所

あ
る
が
乗
り
降
り
し
や
す
い
よ
う

に
改
善
し
て
ほ
し
い
。

市
民
生
活
部
長　

各
バ
ス
停
の
状

況
に
応
じ
、
改
善
策
を
検
討
し
た

い
。

議
員　

南
町
４
丁
目
下
蕨
通
り
へ

の
ル
ー
ト
改
善
や
西
ル
ー
ト
か
ら

東
ル
ー
ト
へ
の
乗
り
継
ぎ
の
改
善
、

西
ル
ー
ト
は
時
間
が
か
か
り
す
ぎ

る
課
題
な
ど
、
も
う
少
し
利
用
し

や
す
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
を

ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
改
善
し
て

い
く
か
。

市
民
生
活
部
長　

ル
ー
ト
変
更
は

民
間
バ
ス
路
線
と
の
重
複
を
さ
け

た
ル
ー
ト
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

西
ル
ー
ト
は
、
錦
町
区
画
整
理
に

よ
り
道
路
状
況
が
変
わ
り
つ
つ
あ

る
た
め
、
そ
の
進
捗
状
況
を
踏
ま

え
、
再
編
時
期
や
運
行
ル
ー
ト
に

つ
い
て
は
研
究
す
る
。

脱
原
発
と
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
を

議
員　

電
気
料
金
値
上
げ
に
よ
る

公
共
施
設
へ
の
影
響
は
。
衛
生
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
発
電
を
市
へ
供

給
す
る
と
い
う
取
り
組
み
の
状
況

は
ど
う
か
。

理
事　

高
圧
の
契
約
は
１
kw
時
あ

た
り
平
均
２
円
36
銭
の
値
上
げ
と

な
り
、
公
共
施
設
全
体
の
影
響
額

は
約
１
千
900
万
円
程
度
。
ご
み
焼

却
に
よ
り
発
電
す
る
電
力
の
う
ち

休
日
・
夜
間
電
力
等
の
余
剰
電
力

を
Ｐ
Ｐ
Ｓ
事
業
者
に
売
却
し
、
そ

の
売
却
量
と
ほ
ぼ
同
じ
量
の
電
力

を
当
該
Ｐ
Ｐ
Ｓ
事
業
者
か
ら
蕨
市

と
戸
田
市
が
半
分
ず
つ
供
給
を
受

け
る
。コ
ス
ト
削
減
と
同
時
に「
電

力
の
地
域
生
産
地
域
消
費
」
を
目

的
と
す
る
。
現
在
、
導
入
に
む
け

て
の
条
件
整
備
や
供
給
す
る
公
共

施
設
等
の
検
討
を
し
て
い
る
。

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
Ⅰ
Ｃ
Ｄ
（
植
え
込
み
型

除
細
動
器
）
を
使
用
す
る
市
民
へ
の
対
応

議
員　

携
帯
電
話
か
ら
の
影
響
を

考
慮
し
て
市
役
所
市
民
課
窓
口
で

の
待
合
場
所
に
『
あ
っ
た
か
エ
リ

ア
』（
高
齢
者
や
妊
婦
、
障
が
い
の

あ
る
方
の
優
先
席
、
携
帯
電
話
電

源
オ
フ
）を
設
置
し
て
ほ
し
い
が
。

市
民
生
活
部
長　

優
先
席
を
利
用

す
べ
き
対
象
者
の
方
々
へ
の
対
応

も
必
要
と
考
え
、
マ
ナ
ー
向
上
の

た
め
の
注
意
書
き
を
張
る
等
し
て

の
啓
発
や
、
お
困
り
の
方
に
は
職

員
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
執

務
室
内
の
閲
覧
用
の
椅
子
等
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
等
、
で
き
る
限

り
の
対
応

を
す
る
。

　
　
　
　

「
学
校
土

曜
塾
を
中

学
生
に
も

実
施
で
き

な
い
か
」

に
つ
い
て

質
問
。

議
員

議
員

議
員

ほ
か
に

受付は階段の奥。早速インターホン設置。（中央公民館）

議
員

議
員

議
員

市
民
生
活
部
長

市民課窓口にあるマナー向上を呼びかけるポスター

議
員

議
員

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

理
事

市
長

議
員

前　

川　

や　

す　

え　

議
員
（
新
生
会
）

まえかわ　やすえ

中
央
公
民
館
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
！

山　

𦚰　

紀　

子　

議
員
（
日
本
共
産
党
）

やまわき　のりこ

「
ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び
」を

さ
ら
に
利
用
し
や
す
く
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○ここに掲載されている質問と答弁の内容は要約しています。

議
員　

市
は
、
障
害
者
通
所
施
設

「
糸
ぐ
る
ま
」
へ
の
補
助
金
を
要

綱
で
定
め
た
基
準
額
（
１
千
200
万

円
）
ど
お
り
出
さ
ず
、
相
談
支
援

事
業
の
委
託
料
454
万
４
千
円
を
引

い
て
い
る
。
障
が
い
者
の
利
用
が

増
え
て
お
り
、
部
屋
の
確
保
や
職

員
体
制
の
充
実
が
必
要
な
の
で
、

補
助
金
は
委
託
料
と
区
別
し
て
基

準
額
を
出
す
べ
き
だ
。

健
康
福
祉
部
長　
「
糸
ぐ
る
ま
」は

平
成
22
年
４
月
に
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型
に
移
行
し
た
が
、

そ
の
際
、
相
談
支
援
事
業
の
委
託

料
を
含
め
て
１
千
200
万
円
に
し
た
。

今
後
は
検
討
す
る
。

議
員　

相
談
支
援
事
業
委
託
料
は

454
万
４
千
円
で
契
約
し
て
い
る

が
、
蕨
市
相
談
支
援
事
業
実
施
要

綱
に
は
委
託
料
の
基
準
額
が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
。
川
口
市
は
年
額

１
千
万
円
、
戸
田
市
は
月
額
70
万

９
千
200
円
と
要
綱
に
明
記
さ
れ
て

い
る
。
蕨
市
も
明
記
す
る
べ
き
だ

し
、
委
託
料
は
職
員
２
人
体
制
が

と
れ
る
金
額
に
す
べ
き
だ
。

健
康
福
祉
部
長　

指
摘
さ
れ
た
点

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
事
業
所

の
体
制
も
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

中
学
校
吹
奏
楽
部
の

県
外
大
会
出
場
に
補
助
を

議
員　

二
中
の
吹
奏
楽
部
は
今
年

も
西
関
東
大
会
に
出
場
で
き
た
。

二
中
は
昨
年
ま
で
４
年
間
続
け
て

西
関
東
大
会
に
出
場
し
て
い
る
が
、

楽
器
運
搬
費
が
補
助
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
県
外
の
大
会
に
も
補
助

す
る
よ
う
に
６
月
議
会
で
改
善
を

求
め
た
が
、
今
年
は
ど
う
し
た
か
。

教
育
部
長　

今
年
は
西
関
東
大
会

の
楽
器
運
搬
費
を
補
助
し
た
。

議
員　

９
月
15
日
の
西
関
東
大
会

で
、悲
願
だ
っ
た
東
日
本
大
会（
青

森
県
で
開
催
）
へ
の
出
場
が
決
ま

り
、
み
ん
な
が
喜
ん
で
い
る
。
一

方
、
保
護
者
の
負
担
は
増
え
る
の

で
、
市
も
補
助
す
べ
き
だ
。

教
育
長　

東
日
本
大
会
に
つ
い
て

も
多
額
の
費
用
が
か
か
る
の
は
承

知
し
て
い
る
。
学
校
と
協
議
し
て

検
討
し
て
い
る
。
努
力
し
て
い
る
。

市
の
非
正
規
職
員
の

賃
金
引
き
上
げ
を

議
員　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
や

同
一
労
働
同
一
賃
金
を
求
め
る
運

動
が
強
ま
っ
て
お
り
、
今
年
の
最

低
賃
金
改
定
で
全
国
平
均
と
埼
玉

県
は
12
円
上
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
や
、
蕨
市
の
パ
ー
ト
職

員
の
賃
金（
事
務
職
で
時
給
820
円
）

が
、
生
活
保
護
級
地
が
同
じ
県
内

の
５
市
よ
り
か
な
り
低
い
こ
と
を

考
慮
し
、
賃
金
を
引
き
上
げ
る
べ

き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

理
事　

総
合
的
な
観
点
か
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

市
長　

議
会
の
雰
囲
気
は
引
き
上

げ
に
皆
さ
ん
賛
成
の
よ
う
な
の
で
、

そ
の
反
応
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

議
員

議
員

議
員

議
員　

町
会
会
館
が
な
い
団
体
は

14
町
会
も
あ
り
、
希
望
す
る
町
会

に
は
会
館
建
設
へ
の
手
助
け
が
必

要
だ
と
判
断
し
て
い
る
。
会
館
設

置
に
適
し
た
用
地
が
な
い
場
合
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

会
館
を
所
有
し

て
い
な
い
町
会
で
、
会
館
の
建
設

を
希
望
し
て
い
る
が
適
当
な
用
地

が
な
い
と
い
う
相
談
は
受
け
て
い

な
い
。
今
後
相
談
を
受
け
た
場
合

は
関
係
部
署
と
と
も
に
対
応
す
る
。

議
員　

町
会
活
動
の
拠
点
と
し
て

会
館
以
外
で
も
活
用
で
き
る
援
助

を
設
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
民
生
活
部
長　

相
談
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
公
共
施
設
の
紹
介
等

も
含
め
調
査
研
究
し
た
い
。

議
員　

町
会
は
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
と
し
て
大
事
だ
と
思
う
。

何
も
相
談
に
来
な
い
か
ら
と
い
う

態
度
で
い
い
の
か
非
常
に
疑
問
が

あ
る
が
ど
う
考
え
る
の
か
。

市
長　

会
館
を
希
望
し
て
も
場
所

が
な
い
と
い
う
こ
と
は
現
実
に
あ

る
と
思
う
。
限
ら
れ
た
状
況
の
中

で
、
工
夫
を
し
な
が
ら
町
会
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
の
が
蕨

の
歴
史
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今

後
も
引
き
続
き
、
必
要
に
応
じ
て

丁
寧
に
相
談
に
乗
っ
て
い
く
こ
と

が
基
本
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

町
会
会
館
の
改
修
は
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

経
費
が
200
万
円

以
上
で
、
条
件
を
満
た
し
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
補
助
対
象
経
費
の

３
分
の
１
以
内
で
200
万
円
を
限
度

に
補
助
を
行
う
制
度
が
あ
る
が
、

過
去
３
年
間
補
助
の
実
績
は
な
い
。

議
員　

３
年
間
実
績
が
な
い
と
い

う
の
は
利
用
し
づ
ら
い
要
綱
だ
と

思
う
。
利
用
頻
度
が
高
ま
る
よ
う

周
知
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

学
校
保
健
事
業
に
つ
い
て

議
員　

児
童
・
生
徒
で
健
診
結
果

か
ら
指
導
、
再
検
査
等
必
要
な
人

数
、
割
合
は
ど
れ
ほ
ど
か
。
ま
た
、

そ
の
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

教
育
長　

24
年
度
の
心
臓
検
診
は

精
密
検
査
が
必
要
な
人
数
が
８
名
、

要
精
密
検
査
率
0.56
％
。
精
密
検
査

の
結
果
を
受
け
て
、
管
理
が
必
要

な
者
は
学
校
行
事
等
に
お
い
て
注

意
を
払
っ
て
い
る
。
生
活
習
慣
病

の
予
防
健
診
は
医
学
的
管
理
が
必

要
な
者
の
人
数
が
７
名
、
割
合
は

1.55
％
。
生
活
指
導
が
必
要
な
者
の

人
数
が
81
名
、
割
合
は
17.8
％
。
医

療
受
診
を
勧
奨
し
、
養
護
教
諭
に

よ
る
健
康
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

議
員　

学
校
保
健
安
全
法
の
改
正

内
容
と
出
席
停
止
の
徹
底
は
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

教
育
長　

予
防
す
べ
き
感
染
症
の

種
類
及
び
出
席
停
止
期
間
の
基
準

の
見
直
し
等
で
あ
り
、
通
知
を
出

し
て
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

○○町会会館

議
員

議
員

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
長

市
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

教
育
部
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町会会館建設の相談には親身な対応を

議
員

議
員

理
事

比　

企　

孝　

司　

議
員
（
新
生
会
）

ひき　こうじ

町
会
会
館
・
建
設
用
地
が
な
い

町
会
へ
前
向
き
な
対
応
を

志　

村　
　
　

茂　

議
員
（
日
本
共
産
党
）

しむら　しげる

障
が
い
者
施
設
へ
の

補
助
金
を
拡
充
す
べ
き

障がい者の憩いの場となっている地域活動支援センター糸ぐるま
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松　

本　
　

徹　

議
員
（
公
明
党
）

まつもと　とおる

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び
に
つ
い
て

議
員　

高
齢
者
の
移
動
や
外
出
な

ど
を
支
援
し
、
健
康
で
充
実
し
た

生
活
が
送
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
よ
う
と
75
歳
以
上
の
市
民
を
対

象
に
乗
車
無
料
化
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
私
ど
も
は
平
成
20
年
か
ら

市
に
提
案
し
て
い
た
経
緯
が
あ
り
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
う
。
手
続
等

の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

無
料
パ
ス
の
発

行
手
続
は
後
期
高
齢
者
受
給
者
証

と
写
真
２
枚
が
必
要
で
、
発
行
時

間
は
10
分
程
度
と
な
る
。
交
付
し

た
皆
様
か
ら
は
大
変
あ
り
が
た
い

と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

「
蕨
市
市
民
参
画
と
協
働
を

推
進
す
る
条
例
」
に
つ
い
て

議
員　

市
民
と
行
政
が
対
等
な
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
の
認
識
に
立
ち
、
地
方
分
権
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
参
画
、
協
働

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
「
蕨
市
市

民
参
画
と
協
働
を
推
進
す
る
条

例
」
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

理
事　

蕨
市
の
歴
史
的
背
景
や
特

性
、
市
民
参
画
・
協
働
の
必
要
性

等
を
あ
ら
わ
し
た
前
文
と
目
的
や

基
本
原
則
、
市
民
及
び
市
の
責
務
、

市
民
参
画
の
対
象
や
手
続
、
住
民

投
票
、
協
働
の
環
境
づ
く
り
等
16

条
の
本
文
か
ら
な
っ
て
い
る
。

議
員　

住
民
投
票
の
条
文
の
中
に

あ
る
「
市
政
に
係
る
重
要
事
項
」

と
い
う
文
言
の
と
ら
え
方
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
な
見
解
か
。
ま
た
、

市
民
参
画
等
の
推
進
委
員
会
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

理
事　

市
民
生
活
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
等
が
住
民
投
票
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
第

三
者
機
関
で
あ
る
市
民
参
画
推
進

委
員
会
は
、
他
市
の
事
例
を
見
る

と
、
設
置
さ
れ
て
も
形
骸
化
し
て

い
る
実
情
も
あ
り
、
ま
ず
は
庁
内

で
検
証
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

議
員　

今
後
、
議
会
で
も
意
見
を

提
案
す
る
の
で
、
よ
り
良
い
も
の

を
つ
く
る
と
い
う
観
点
に
立
ち
、

ご
再
考
を
お
願
い
し
た
い
。

「
わ
ら
び
地
域
力
発
揮
プ
ラ
ン
」

に
つ
い
て

議
員　

第
５
次
蕨
市
行
政
改
革
大

綱
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

「
わ
ら
び
地
域
力
発
揮
プ
ラ
ン
」

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
か
。

理
事　

平
成
22
年
８
月
に
策
定
し

た
本
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
は
43
事

業
の
う
ち
既
に
実
施
済
み
が
26
、

実
施
を
決
定
し
て
い
る
が
３
、
準

備
・
検
討
中
が
14
と
い
う
状
況
で

あ
る
。
今
後
は
協
働
事
業
提
案
制

度
の
創
設
や
市
民
に
対
す
る
職
員

の
行
動
姿
勢
を
宣
言
す
る
職
員
宣

言
の
作
成
等
、
引
き
続
き
各
所
管

課
や
部
会
で
検
討
し
、
そ
の
推
進

に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

75歳以上が無料となった「ぷらっとわらび」

議
員

議
員

理
事

理
事

理
事

議
員

市
民
生
活
部
長

議
員

議
員

第
74
回　

全
国
都
市
問
題
会
議

都
市
の
連
携
と
新
し
い
公
共

　
　
　

〜
東
日
本
大
震
災
で
見
え
た『
絆
』の
可
能
性
〜

　

10
月
11
・
12
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
全
国
各
地
よ
り
市
長
・
市

議
会
議
員
等
が
参
加
し
、
都
市
の

抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
議
論
す
る

「
第
74
回
全
国
都
市
問
題
会
議
」

が
、
岩
手
県
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
、

「
都
市
の
連
携
と
新
し
い
公
共　

〜
東
日
本
大
震
災
で
見
え
た『
絆
』

の
可
能
性
〜
」
を
テ
ー
マ
に
活
発

な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議

委
員
を
務
め
た
高
成
田
亨
仙
台
大

学
教
授
の
講
演
で
は
、
遠
隔
自
治

体
と
の
安
保
条
約
締
結
に
よ
る
相

互
協
定
の
推
進
と
地
域
主
権
確
立

の
必
要
性
、
中
央
集
権
の
限
界
、

地
域
包
括
ケ
ア
に
代
表
さ
れ
る
縦

割
り
を
超
え
た
政
策
の
有
効
性
等

に
つ
い
て
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
谷
藤
裕
明
盛
岡
市
長
か

ら
は
震
災
で
の
各
地
の
被
害
状
況

と
復
興
へ
の
取
り
組
み
、
都
市
間

連
携
に
よ
る
支
援
と
長
期
的
・
継

続
的
な
支
援
の
重
要
性
等
に
つ
い

て
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
報
告
の
中
で
も
、
巨

額
の
財
政
支
援
に
よ
る
弊
害
、
強

固
な
共
同
体
社
会
か
ら
緩
や
か
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
へ
の
転
換
、

既
存
の
『
絆
』
と
新
た
な
『
絆
』、

『
絆
』
の
限
界
と
課
題
、
震
災
被

害
の
風
化
へ
の
危
惧
等
に
つ
い
て

の
提
言
や
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
的
視
点
か
ら
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

不
足
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
に
よ
る
問
題
、
避
難
所
リ
ー
ダ

ー
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
連
携
の
あ
り

方
、
新
し
い
公
共
と
大
学
の
役
割
、

相
互
応
援
体
制
等
に
つ
い
て
持
論

を
展
開
し
て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

　

最
後
に
同
会
議
で
の
議
論
を
踏

ま
え
、「
復
興
の
大
き
な
力
と
な

っ
て
い
る
人
々
の
『
絆
』
を
未
来

へ
と
つ
な
い
で
い
く
と
と
も
に
、

古
く
か
ら
日
本
社
会
に
あ
っ
た
助

け
合
い
、
支
え
合
い
の
心
を
大
切

に
し
、
豊
か
な
社
会
の
創
造
を
目

指
し
て
い
く
」、「
自
治
体
間
の
連

携
に
よ
り
、
広
域
災
害
に
効
果
的

か
つ
円
滑
に
対
処
し
て
い
く
た
め
、

全
国
的
か
つ
自
律
的
な
連
携
が
機

能
す
る
よ
う
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の

形
成
を
目
指
し
て
い
く
」、「
被
災

地
の
復
旧
・
復
興
が
長
期
に
及
ぶ

こ
と
か
ら
、
今
後
も
被
災
地
に
寄

り
添
い
な
が
ら
支
援
を
継
続
し
て

い
く
」
旨
の
大
会
宣
言
が
行
わ
れ
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
派
遣
報
告
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編
集
後
記
M

　

師
走
。
今
年
も
あ
っ
と
い
う

間
に
年
末
を
迎
え
た
よ
う
に

感
じ
る
の
は
筆
者
だ
け
で
し
ょ

う
か
。
子
ど
も
の
頃
は
一
年
が

も
っ
と
長
く
感
じ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　

調
べ
て
み
る
と
フ
ラ
ン
ス
の

心
理
学
者
ポ
ー
ル
・
ジ
ャ
ネ
ー

が
提
唱
し
た
「
ジ
ャ
ネ
ー
の
法

則
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。「
生
涯
の
あ
る
時
期
に
お

け
る
時
間
の
心
理
的
長
さ
は
年

齢
に
反
比
例
す
る
」
と
い
う
説

で
す
。
そ
の
た
め
、
年
齢
を
重

ね
る
と
以
前
に
比
べ
て
年
月
の

過
ぎ
る
の
が
早
く
感
じ
る
の
だ

そ
う
で
す
。

　

月
日
は
子
ど
も
に
は
長
く
、

歳
を
重
ね
る
ご
と
に
短
く
感
じ

る
の
は
『
大
い
な
る
存
在
』
が

人
生
の
実
り
を
よ
り
多
く
す

る
た
め
に
人
間
に
与
え
た
も
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
充
実

し
た
毎
日
を
送
り
た
い
も
の
で

す
。

　

委
員
長　
　

大
石　

幸
一

　

副
委
員
長　

山
𦚰　

紀
子

　

委
員　
　
　

小
林　

利
規

　
　
　
　
　
　

大
嶋　

公
一

　
　
　
　
　
　

榎
本　

和
孝

　
　
　
　
　
　

池
上　

智
康

　
　
　
　
　
　

比
企　

孝
司

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

12月定例会の日程（予定）

傍聴に来てみませんか？
※議会の都合により日程は変更になる場合があります。
【問い合わせ】 4 階議会事務局　電話（433）7733（ダイヤルイン）

11月27日㈫　開　　会
　　29日㈭　質　　疑
　　30日㈮　委 員 会
12月３日㈪　  　〃
　　４日㈫　  　〃

　　11日㈫　一般質問
　　12日㈬　 　〃
　　13日㈭　 　〃
　　17日㈪　閉　　会

　市議会のしくみや市議会議員の
紹介、過去の定例会・臨時会の会
議録などが、ホームページでご覧
になれます。お気軽にご利用くだ
さい。

○ホームページの利用方法
　市議会のホームページは、蕨市
のホームページ（http://www.
city.warabi.saitama.jp）とリンク
しています。まず、蕨市のホーム
ページをお開きください。次に、
蕨市議会をクリックすると、簡単
にご覧になれます。

市議会ホームページを
ご利用ください

総 務 常 任 委 員 会 環境福祉経済常任委員会 教育まちづくり常任委員会 

○日　　程
　平成24年11月８日～９日
○視察地・調査事項
　三重県名張市
「空き家等の適正管理に関する条例
について」

　静岡県湖西市
　「防災対策について」
○調査報告
　名張市では、空き家等が放置され、
不良状態になることを防止するために、
平成24年４月から条例を施行していま
す。条例の主な内容は、市民等の情報
提供に伴う実態調査を行い、不良状態
と認める空き家等の所有者に対して指
導又は勧告、命令、公表をすることで
あり、空き家等に対する適正な管理を
進めています。
　湖西市では、地震・津波対策のため
の市民訓練を年４回実施し、１回に
２万人弱の市民の方が参加しています。
また、多言語版もある防災ガイドブッ
ク・防災マップ・命のパスポート等を
全戸配布したり、高齢者世帯を対象に
家具の固定を３個まで無料で実施する
など、災害対策に力を注いでいます。

○日　　程
　平成24年10月31日～11月１日
○視察地・調査事項
　青森県三沢市
「三沢市中心市街地活性化基本計画
　について」

　青森県八戸市
「新うみねこプラン（地球温暖化対策
地方公共団体実行計画）について」

○調査報告
　三沢市は、国の「中心市街地の活性
化に関する法律（新法）」により、129ha
の区域を設定して、中心市街地活性化
基本計画（平成19年11月～25年３月）
を作成し、集客拠点施設として「スカ
イプラザミサワ」の建設や各種施設の
整備を進め、ソフト事業もたくさん実
施して、活性化に努力していました。

　八戸市は、市内の二酸化炭素排出量
を平成19年度を基準にして26年度まで
に5.2％削減する計画「新うみねこプラ
ン」（平成22～26年度）を策定し、産
業対策、民生対策、運輸・交通対策な
ど５部門の対策と二酸化炭素吸収源対
策を作成し、各々の削減目標を決めて、
きめ細かく対策をとっていました。

○日　　程
　平成24年11月６日～７日
○視察地・調査事項
　大阪府守口市
「小中学校のＩＣＴ環境整備事業に
ついて」

　兵庫県神戸市
　「災害に強い水道づくりについて」
○調査報告
　守口市は「確かな学力」の定着を目
指して、自ら考え、判断し、表現する
力を養うためにＩＣＴ機器を効果的に
活用しています。視察先の橋波小学校
では、従来の黒板を使用した授業の中
で電子黒板を補助的に活用することに
より表現力が養われ、タブレットＰＣ
の活用によって学習に対する意欲や、
書くことに対する思いが強くなったと
のことでした。
　神戸市水道局は阪神・淡路大震災で
得た教訓と、市民の方々の声をもとに
「市民の皆さんに安心してお使いいた
だける耐震水道」の構築を目指し、
「神戸市水道施設耐震化基本計画」を
策定し「災害に強い水道づくり」を実
施していました。

常 任 委 員 会  視 察 報 告



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (??????)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (warabi)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 72
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 72
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN ([')
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice




